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賢 い身体づ くりを志向する 「バル シュー レ ・ハイデルベルク」
の実践報告
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1.は じめに

筆者 は、所属先の海外研修制度(「 鹿児島大学

若手教員海外研修派遣事業」)を 活用 し、2013年

5月 か ら2014年1月 迄の9ヶ 月間、 ドイツのハ

イデルベルク大学スポーツ科学研究所(Ruprecht-

Karls-UniversitatHeidelberg,InstitutfurSportand

Sportwissenschaft)に 客員研究員 として滞在する機

会を得た.本 小論では、今回の研修滞在 の主要な

目的である 「BallschuleHeidelberg」 を対象とする

フィール ドワークの内容 を簡易に報告す ることを

目的としたい.

まず、ハイデルベルクの街 について紹介するこ

ととする.ハ イデルベル クは、 ドイツ南西部に位

置する人 口15万 人弱 の街である.フ ランクフル

ト国際空港か らは、特急電車を利用する と50分

程で到着することが可能である.図1・ 図2の 通 り、

旧市街地は、戦災被害か ら逃れ、ハイデルベルク

城をはじめ古い街並みは現役活用され、街全体が

文化遺産 のよ うであ り、大変美 しい景観である.

図1に ある大きな川(ネ ッカー川)は 、ワインの

生産地 として有名なライ ン川の支流であ り、隣街

のマンハイムで合流するため、ハイデルベルク近

郊にもブ ドウ畑(図3)が 数 多 く存在 していた.

ワイ ンは、街の特産品の1つ となっていた.ま た、

日本 の文具店で数多 く並ぶ、個性的なデザインの

万年筆やボールペン等のメーカーである 「LAMY」

は 、ハイデルベル クを本社 とする企業である.

ハイデルベルクは、熊本市と姉妹都市関係にある.

共 に、街中か ら城 を見上げなが ら生活をする点が

似ているといえるであろう.年 間を通 じて、 日本

か らの観光客は多 く、南 ドイッのツアー旅行では、

訪問地 として必ず含 まれる街の1つ であるようだ.

また、観光ガイ ドブック等 には記載はないが、街

の郊外 には、アメ リカ軍の基地や原子 力発電所を

有 してお り、滞在中には、日本における原発事故

についての質問や意見を数多 く受けることとなった.



次 に、筆者の研修先であったハイデルベルク大

学について、紹介 をしたい.ハ イデルベル ク大学

(Ruprecht-Karls-UniversitatHeidelberg)は 、1386

年 に創設された ドイツ国内で1番 古い大学である.

図1の ハイデルベルク城下の旧市街地内と郊外 の

2カ 所にキ ャンパスが分かれてお り、双方 に学部

や関連する研究所が集 中している.筆 者は、主に

郊外のキャンパスに滞在 していた.郊 外といっても、

2つ のキャンパス間は、 自転車 を利用す ると10

分程度で移動可能な距離である.

滞 在当時、ハイデルベル ク大学 には、約30000

人 の学生が学んでいた.筆 者の研修先である 「ス

ポーツ科学研究所(InstitutfurSportund

Sportwissenschaft)」(日 本式でいえば 「スポーツ科

学部」)に は、約500人(学 年定員100人 ×5年)

の学生が在籍 していた.ド イ ツの大学は5年 制で

あるため、学生の年齢は、概ね20歳 か ら25歳 く

らいであった.さ らに、体育教員になるためには、

その後、1年 半の教育現場での研修(教 育実習に

該当)が 必要 とな る.ス ポーツ科学研究所の学生

たちの多 くは、体育教員やスポーツ指導者 を希望

しているため、大学での学びは、そのための通過

点という位置づけで考 えているようであった.学

生たちの学ぶ姿勢は、将来的な 目標設定が明確で

あるためか、非常 に高く感 じた.滞 在中のク リス

マス休暇直前に、複数の学生に対して年末年始 の

予定 を尋ねた ところ、口を揃えて 「レポー ト作成

と勉強です」 と即答された ことは、彼 らの学ぶ意

欲の高さを物語る出来事であるといえる.

また、学部の時間割には、「お昼休み(昼 食時間)」

の時間設定がみ られなかった.昼 食は、空き時間

に各自で済ませているようであった.そ の多くは、

自宅か ら食料を容器 に詰めて持参 し、学内のベ ン

チや芝生の上で済ませていた.ド イツ学生たちの

合理的に用件を済ませる姿勢には、感心 させ られ

るばか りであった.

2.rバ ル シューレ ・ハイデルベルク』の理論

近年、 ドイツでは、 日本 と同様、子 どもの運動

不足や体力 ・運動能力の低下の実態状況がみられる.

加 えて、肥満などの健康への悪影響、情緒不安定、

社会性 の欠如な どの子 どもが散見 されてお り、そ

の状況か らの脱却を目ざす ことが課題 と捉えられ

ている.

研修先であったハイデルベルク大学スポーツ科

学研究所では、 この課題の解決を目ざした取 り組

みが行われてお り、その1つ が 「バル シュー レ ・

ハイデルベルクBallschuleHeidelberg」(Ballschule;

〈ボール学校 〉という意味)と いうプロジェク ト

である(以 下BS-HDと す る).

BS-HDは 、1998年 にProf.Dr.KrausRoth(図

4)に よ り、60人 の 子 どもたちへ の指導か ら開

始された.そ の後、地域のスポーツクラブ、小学校、

幼稚園を対象として活動が順次拡大された.現 在

では、2歳 から11歳 迄 の子 どもたちを対象として、

ドイツ国内においては、10000人 以 上の子 どもた

ちが参加す る大きなプロジェク トとなっている.

プロジェク トには、Pro£Dr.KrausRothを 含 め

10名 の専任ス タッフが役割 を分担 しなが ら活動

を展開している.近 年は、 ドイツ国内だけではなく、

オース トリア ・メキシコ ・チ リ ・ブラジル ・ウク

ライナ ・日本な ど、国際的にも広 く紹介がされる

ようにな っている.研 修滞在中にも、ウクライナ

のオ リンピック委員会等 か ら視察があ り、BS-

HDプ ロジェク トの指導内容及び方法 に注 目をさ

れて いる様子であった.BS-HDは 、 学校で実施

され る体育授業ではな く、「スポーツクラブの1

つである」 という位置づけであると捉え られる.



BS-HDの 指 導コンセプ トは、個別 のスポーツ

種 目の学習 に入る前に、全てのボールゲームに共

通す る最大公約数的な基本要素を、プレイ しなが

ら習得することができるよ うにプログラムが考案

されているところに特徴があるといえる.

そのコンセプトは、以下の3つ の領域(「Ballschule

ABC」 と規定)で 提示されている.第1のA領 域

は、 「プレイカの育成(Taktik-bausteine)」 であ り、

プレイを繰 り返 しなが ら、乏 しい運動経験を分厚

くし、運動技術 の基礎基本の習得が 目ざされ る.

第2のB領 域は、「身のこなしの育成(Koordinations-

bausteine)」 で あり、全ての技術 に通底する一般的

な運動協調的要素の獲得が 目ざされる.第3のC

領 域は、「技術の育成(Technik-bausteine)」 で あり、

全てのボールゲームの運動技術 に共通するスキル

要素の獲得、日本式で別な言い方をするならば 「コ

ツ」 と 「カン」を同期させるための内容で構成され、

それ らを 「モジュールスキル」とい う名称で呼ん

でいる.モ ジュールスキルには、「軌道の認識」「味

方の位置 ・動きの認識」「敵の位置 ・動きの認識」「ボ

ールアプローチの決定」「着球点の決定」「キャッチ ・

キー プのコ ン トロール」 「パス ・シュー トのコ ン

トロール」な どが含 まれる.BS-HDの 活 動が急

速 に拡大 した理 由は、 「楽 しみなが ら子 どもの運

動経験 を分厚 くする」 ことを目的 としたゲーム教

材 を、研究結果 に照合させ、的確 に順序づけ配置

した ことであると考え られる.

また、BS-HDは 、誰 もが指導担 当が可能なの

ではな く、そのコンセプ トの内容 と実践 とを繋 ぐ

ための理解を学習 した指導者のみが、子 どもたち

への指導担当ができるようにしているところが大

きな特徴 である といえる.つ まり、 「指導資格」

を明確 に位置づ け、指導内容 と方法 を共有化 し、

その遂行 と責任の所在を明確にした ことが、急速

に拡大 した第2の 理由であると考えることができる.

図5及 び図6は 、その指導 ライセ ンスを取得 ・

更新するための 「指導者講習会」の様子である(筆

者が滞在中には、2度 実施された).

「指導者講習会」は、「1日 講習」になってお り、

90分 間の講義の後、60分 間の実技講習を3種 類(上

述 の3つ の領域別)受 講 し、最後に30分 の まと

めの講義が用意 されていた(こ こでも昼食時間は

設定 されず、15分 間の休 憩を挟みなが ら、講習

は休むことなく順次継続された).研 修会の合間に、

受講者の方に個別にヒアリングをすると、ベルリン ・

ハ ンブル ク ・ケルン ・ミュンヘンな ど、研修 には

ドイッ全土か ら参加 されているようであった.こ

の日の講習会 は、早朝か ら開始 される大変窮屈な



日程であったが、積極的な質疑応答が適宜行われ、

意欲的な受講態度 には大変驚かされた.講 習会の

最後 には、指導資格の保持 ・継続を意味する修 了

書が参加者全員に授与され、講習会は終了となった.

3.バ ル シュー レ ・ハイデルベルクの実際

今回の筆者の研修滞在 において、大変参考にな

ったことは、BS-HDが どのような組織運営の中で、

実際に展開されているのかを確認できた ことであ

った.本 項では、滞在 中にハイデルベルク市内で

展開されていた活動について具体的に報告 を進 め

たい.

BS-HDは 、 「BabyBallschule(2～3歳)」 「Mini

Ballschule(4～5歳)」 「Ballschule(6～11歳)」

と、対象とする子 どもの年齢 にしたがい、大きく

3つ のステージに分け、前述の基本 コンセプ トを

維持 しなが ら、ステージ間を円滑に繋 ぐべ く、一

貫指導を目標 として展開されていた.

図7は 、「BabyBallschule(以 下B-BSと す る)」

の様子である.B-BSは 、 週に1度(30分 間)、

ハイデルベルク大学 の体育館で実施 されていた.

フロアには、子 どもの興味関心を引くような、様々

な遊具が設置され、加えて、風船や多種多様な形

のボールやボール を操作するためのラケッ トに類

した道具な どが無造作に置かれ、子 どもたちが自

由に活動を行っていた.

指 導者が1名 お り、はじめとおわりに、当 日の

活動テーマ等 を伝 えて、指導が展 開されていた.

基本的には親子(30%程 度 は祖父母が同行)で 共

に活動を行 っていたが、あ くまでも親は、子 ども

の動きのサポー トをす る姿勢が徹底 されていた.

設置 された遊具やボール ・道具を通 じて、 自分の

身体 との関係を知 るということに、主眼が置かれ

ているようであった.毎 週30分 間 とい う時間の

中で様々な動きを獲得する子 どもたちの観察を通じ、

「幼少期の運動経験 の必要性」 を再確認するばか

りであった.

図8は 、「MiniBallschule(以 下M-BSと す る)」

の様子である.図8で ボールを ドリブル している

のは、5歳 の子 どもたちである.M-BSは 、基本

的には毎週火曜 日と金曜 日の週2回 、45分 間 を

1コ マとしてハイデルベル ク大学の体育館で実施

されていた.M-BSで は 、 「自分」 と 「ボール」



の関係構築 と共に、ボール という対象物を、意図

的に操作す るために、様々なゲーム教材が用意さ

れていた.指 導者は、毎回、内容を適宜修正 しな

が ら、子 どもたちが飽きないための工夫を施 して

いた.研 修滞在途 中か らは、筆者も指導スタ ッフ

の一人 として参加することができ、大変貴重な経

験を持つ ことができた.

図9は 、 「Ballschule(以 下BSと す る)」 の様子

である.図9で 活動 しているのは、8歳 の子 ども

たちである.M-BSは1ク ラス最大10名 、BSは

1ク ラス最大15名 として、指導が実施されていた.

Pro£Dr.KrausRothに 、対象 とする指導人数につい

て確認をすると、 「1人 の指導者が15名 以上のこ

どもたちの安全を含めた効果的な指導を展開する

ことは難 しいと考 えて いる」 との回答であった.

日本 の学校体育では、ボールゲームの指導が難 し

いと言われている.そ れは、1人 の教員が、数多

くの学習者 を一度 に指導対象 としなければな らな

いことにも起因しているとも考え られよう.

図9は 、地域の小学校の体育館 におけるBS活

動である.放 課後にBSを 希望する子 どもたちを

対象 とした 「出前授業」のような形態で実施され

て い た.図9の 左 端 の指 導 者(男 性;Soren

Stainger氏.現 在、経済学 を専門的に学び、将来

は高校教員志望)は 、ハイデルベル ク大学の学生

である.当 然なが ら、氏は、BSの 指導者講習会

に参加をして、指導者ライセンスを保持 していた.

氏 にヒア リングをしたところ、氏は、 自身が得意

なハ ン ドボール を通 じて、BS-HD専 任 スタッフ

か ら個別 に声をか けられ、指導者になったよ うで

ある.BS指 導 は、週 当た り4コ マ担当してお り、

若干なが ら謝金があるようであった.図8に おけ

る指導者(左 か ら2人 目の男性)も 、ハイデルベ

ルク大学の学生である.学 生たちも指導者として、

BS-HDプ ロ ジェク トの重要な一員 として活動 を

行っていた.こ のよ うな取 り組みは、大学 を基点

として活動を展開する仕組み として、個人的には、

大変興味深く感じた部分であった.

BSは11歳 迄 の子どもたちが対象となるが、12

歳以降、継続 してスポーツ ・運動を実施 したいと

いう要望があった場合には、子 どもが希望する種

目の実施が可能な地域のスポーツクラブを紹介 し、

運動経験や運動生活が途切れないよ うな仕組みが

できていたことには大変驚か された.BS-HDと

連 係するスポーツクラブには、ハイデルベル ク近

郊 のプロチーム(サ ッカー ブンデス リーガ1に 所

属する 「1899Hoffenheim」 や ハ ン ドボール ブン

デス リーガ1に 所属するrRhein-NeckarLowen」)

な ども含 まれてお り、子どもか ら要望があ り、運

動能力の高い子 どもたちは、当該チームのジュニ

アチームの活動 に加わる ことが可能であった.プ

ロチームにとっては、BS-HDは 、 多様な運動経

験 を持ち、能力の高 い子どもたちを獲得する 「タ

レン ト育成部門」のような位置づけと捉えていると、

考 えることができよう.逆 に、BS-HDか ら捉え

るな らば、スポーツ ・運動 を継続するための 「橋

渡 し」をする役割を、プロチーム との連係の中に

含 ませているように考えることができる.

しか しなが ら、実際にBS-HD活 動 を精察する

限 りでは、基本的 には 「多様 な運動経験 の確保」

に主眼が置かれていた.BS-HDは 、 あくまでも、

プロスポーツ選手を目ざした子 どもを育成す るの

ではな く、最優先事項 として、自分の身体を意図

的に動かす ことのできる 「賢い身体づくり」 を志

向している ことが、現地におけるフィール ドワー

クを通 じて確認できた内容であった.

4.お わ りに

テ レビのスポーツ中継において、アナウンサー

や解説者な どか ら 「ヨーロッパにはスポーツ文化

が根づいている」という主旨内容のコメントが度々

聞かれ る.ド イ ツでの9ヶ 月間の滞在を通 じて、

この ことに関連 して強 く感 じた ことの1つ は、 「ド

イツでは、スポー ツ ・運動をす るための 『環境』

が整備 ・保証されている」ということであった.

図10は 、 ネッカー川(図1・ 図2参 照)の 河

川敷の広場に作 られているビーチバ レーの専用コ

ー トである .ハ イデルベル クだけではな く、他の

地域で も、公 園や地域のスポー ツクラブ内な ど、

多 くの所で ビーチバ レーの専用 コー トを確認する

ことができた.ハ イデルベルク大学スポーツ科学

研究所 の体育施設にも、4面 のコー ト確保が可能

なビーチバ レー用の専用砂場があった.図10の



砂場の隣には、子 どもの遊具が設置 されてお り、

夏期な ど気候のよい時期 には、た くさんの人が河

川敷に集まり、運動 ・スポーツに興じる姿があった.

図11は 、 週末にサイ クリングを楽 しむ家族 の

様子である.ド イツでは、週末になると、家族や

仲間とサイクリングを楽 しむ光景が数多く見 られる.

子 どもたちも安心 して 自転車に乗る ことができる

ようである.そ の最大の理由は、自転車専用道路が、

明確 に位置づ け られていることである.図10の

ネ ッカー川の河川敷には、15km以 上続 く自転車

専用道路があ り、そ こでは、小学校低学年期の子

どもたちも安心 して、サイ クリングを楽 しむこと

が可能であった.ま た、 日曜 日は、全ての店舗が

休業であ り、加えて、コンビニエ ンスス トアは皆

無であるため、家族や仲間とサイクリングを行い、

出向いた先で持参 した昼食等を食べ、時間を過 ご

す というのが典型的な ライ フスタイルのよ うであ

った.日 曜 日に、店舗が営業 して いない ことも、

ドイツの人々を、スポーツ ・運動 に志 向させ るこ

との一助になっているようである.

図12は 、BS-HDの 活動 において用いられてい

る道具(ボ ール)で ある.そ の中には、「ボール状」

のもの も散見 される.M-BSやBSに 参 加する子

どもたちは、同学年ではあるが、発育発達面 にお

いて若干なが ら差が生 じているため、学習が 円滑

に進 まない場合が発生する ことが ある.例 えば、

ボールを投げるという同じ課題であって も、その

課題解決のために、学習者 にとって最適な大 きさ

のボール を使用することができれば、学習のつま

ずきを回避す ることができると考え られる.特 に、

運動 ・スポーツの学習場面 においては、道具 によ

って、その成否 ・効果は大 きく左右される と言え

よう.と りわけ、初等教育時の子 どもたちにとって、

運動学習時の 「成功体験の保証」を確保することは、

教師にとって重要な授業づ くりの視点であると考

えられる.そ の成功体験を保証する ことの観点の

1つ が、図12に 代表されるような 「道具の工夫」

である ことは容易に理解す ることができる.新 し

い動きを習得する ことを学習の最優先事項 として

捉 え、その学習が成功裡に展 開す るよ う、「環境

の整備(学 習者に道具を合わせる)」 を行うことは、

運動 ・スポーツに子 どもを接近させるため、ある

いは、馴染ませるためには不可欠な ことであると

考え られる.

以 上、簡易ではあるが、研修滞在の報告としたい.

最 後に、 この度、研修の機会を与えていただいた

本学関係者の皆様及びサポー ト頂いた国内外の皆

様 に深 く感謝する次第である.


